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界
の
垣
根
を
超
え
て
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
が
集
ま
る

場
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
よ
う
な
場
で
彼
ら
は
、
自

ら
の
専
門
領
域
に
お
け
る
最
新
動
向
や
ベ
ス
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
こ
う
と
す
る
。
特
に

会
社
組
織
に
属
し
て
い
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
と

っ
て
、
社
外
に
お
け
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

は
極
め
て
重
要
な「
仕
事
」な
の
で
あ
る
。
彼
ら
は

自
ら
の
属
す
る
組
織
で
は
そ
の
道
の
専
門
家
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
人
の
人
間
が
全
て

の
業
務
領
域
に
精
通
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
そ
ん
な
と
き
、
こ
の
よ
う
な
場
で
知
り
合
っ
た

人
脈
で
あ
れ
ば
気
軽
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
乞
う
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
人
脈
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
転
職
を
果
た
す
こ
と
も
決
し
て
珍
し

く
な
い
の
で
あ
る
。

A
F
P
年
次
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
常
に
そ
の
よ

う
な
場
を
求
め
て
い
る
財
務
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

に
と
っ
て「
何
を
差
し
置
い
て
も
参
加
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」イ
ベ
ン
ト
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
来

年
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
あ
る
。
彼
ら
の
行
動
予
定

に
は
す
で
にO

ctober
19

ー22,
2008

in
L
A

が

刻
ま
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
分
類
＝

ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
の
守
備
範
囲

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
全
部
で
一
三
七（
カ
ナ
ダ
マ
ー

ケ
ッ
ト
向
け
に
行
わ
れ
た
一
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
除
く
）

に
上
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
同
時
並
行
で
開
催
さ
れ
る
形

全
米
の
財
務
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

が
一
堂
に
会
す
る
巨
大
イ
ベ
ン
ト

二
〇
〇
七
年
の
A
F
P
年
次
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は

十
月
二
一
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
っ
て
、
ボ
ス
ト
ン

の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
エ
ク
シ
ビ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。
折
し
も
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
初
日
は
、
松

坂
投
手
を
先
発
さ
せ
た
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
が
M
L
B

ア
メ
リ
カ
ン
リ
ー
グ
の
優
勝
を
決
め
た
日
と
重
な

り
、
ボ
ス
ト
ン
中
が
歓
喜
に
沸
い
た
一
日
で
あ
っ
た
。

A
F
P
年
次
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ

ー
を
中
心
と
す
る
財
務
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
が
一
堂
に
会
す
る
全
米
最
大

規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
千
ド
ル
を

超
す
参
加
費
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今

年
も
七
千
名
近
く
の
参
加
者
を
集
め

た
。
巨
大
な
展
示
会
場
で
は
、
こ
れ

ら
の
参
加
者
を
目
当
て
に
、
銀
行
、
投

資
顧
問
会
社
、
金
融
情
報
提
供
会
社
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
ハ
ー
ド

や
ソ
フ
ト
会
社
、
さ
ら
に
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ

ァ
ー
ム
・
会
計
事
務
所
な
ど
三
〇
〇
社
近
く
が
ブ

ー
ス
を
構
え
、
自
社
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
売
り
込

み
に
余
念
が
な
い
。
米
国
の
場
合
、
費
用
会
社
負

担
で
研
修
出
張
を
認
め
る
例
も
多
い
と
は
い
え
、

や
は
り
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
そ
れ
だ
け
の

金
と
時
間
を
費
や
す
だ
け
の
価
値
が
あ
る
の
だ
。

で
は
そ
の
価
値
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

財
務
の
世
界
に
限
ら
ず
、
欧
米
で
は
会
社
や
業

レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
優
勝

に
沸
く
ボ
ス
ト
ン
で
の

四
日
間

AFP
Annual Conference
Boston
Oct. 21-24, 2007
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①
A
C
H（
電
子
決
済
網
）フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
国
際

的
標
準
化
の
動
き
が
加
速

S
W
I
F
T（
銀
行
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）が
初
め

て
大
き
な
ブ
ー
ス
を
構
え
て
参
加
し
て
、マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
や
G
E
で
の
適
用
事
例
を
紹
介
し
人
気

を
博
し
て
い
た
ほ
か
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
実
働
が

予
定
さ
れ
て
い
る
S
E
P
A（Single

E
uropean

P
aym
ent
A
rea

）に
つ
い
て
の
最
新
動
向
や
I
B

M
で
の
適
用
事
例
な
ど
も
盛
況
で
、
米
国
財
務

界
で
も
欧
州
の
動
き
を
注
視
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
き
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

米
国
の
A
C
H
ル
ー
ル
を
決
め
て
運
営
し
て
い

る
N
A
C
H
A
の
最
新
動
向
に
つ
い
て
は
、
会
長

で
あ
る
ウ
ェ
ル
ズ
・
フ
ァ
ー
ゴ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
エ
リ

ス
氏
と
C
E
O
の
エ
リ
オ
ッ
ト
・
マ
ッ
ケ
ン
テ
ィ
氏

か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
。こ
の
中
で
初
め
て
今
年
、

P
E
A
C
H（P

an
E
u
rop
ean

A
u
tom
atic

C
learing

H
ouse

）や
S
W
I
F
T
で
採
用
さ
れ

た
標
準
決
済
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
I
S
O
二
〇

〇
二
二
の
X
M
L
へ
の
言
及
が
あ
り
、「
国
際
間

A
C
H
に
お
い
て
は
、
N
A
C
H
A
と
し
て
も
、

こ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
従
来
、
米
国

独
自
の
A
C
H
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
以
外
は
考
慮
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
き
な
方
針

転
換
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
巻
き

込
ん
だ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法

売
掛
金
や
買
掛
金
と
い
っ
た
個
々
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

式
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ

別
に
分
類
す
る
と
上
記
の
通
り
と
な
る
。
こ
れ
ら

の
テ
ー
マ
が
ま
さ
に
欧
米
先
進
国
に
お
け
る
ト
レ
ジ

ャ
ラ
ー
の
守
備
範
囲
に
他
な
ら
な
い
。

A
F
P
は
も
と
も
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト（
資
金
管
理
）を
主
た
る
業
務
と
す
る
財
務
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
団
体
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の

業
務
分
野
の
広
が
り
と
共
に
成
長
し
、
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
も
年
々
拡
大
さ
せ
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。
あ
る
い
は
見
方
を
変
え
れ
ば
こ
れ
は
、

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
か
ら
「
ト
レ
ジ
ャ
ラ

ー
」
さ
ら
に
は
将
来
の
C
F
O
足
り
う
る
人
材
を

会
員
と
し
て
取
り
込
む
べ
く
、
長
年
に
わ
た
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
A
F
P
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
の
成
果
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
行
形
式
も
多
様
で
あ
る
。
最

近
は
講
師
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
後

に
続
く
質
疑
応
答
と
い
っ
た
型
に
は
ま
っ
た
も
の
よ

り
も
、
む
し
ろ
対
話
型
の
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

あ
る
い
は
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い

っ
た
形
の
方
が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
参
加
者

は
皆
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
。
し
た
が
っ
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
先
生
の
話
を
聞
い
て
勉
強
す
る
」
場
で
は
な
く
、

「
同
じ
プ
ロ
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
務
経
験
を
共
有

す
る
」場
な
の
だ
。

二
〇
〇
七
年
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
特
徴

今
年
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
特
徴
的
で
あ
る
と

感
じ
た
こ
と
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
。

セッションのテーマ分類（カッコ内の数字はセッション数）

●Cash and Liquidity Management（キャッシュ／流動性マネジメント）（14）

●Global Treasury Management（グローバル・トレジャリー・マネジメント）（15）

●Pension and Benefits（年金・その他給付）（7）

●Treasury Operations（トレジャリー・オペレーション）（25）

●Corporate Finance & Capital Structure（企業財務／資本構成）（12）

●Financial Accounting and Reporting（財務会計／財務報告）（13）

●Payment Systems（決済システム）（23）

●Risk Management（リスク・マネジメント）（16）

●Career Development（キャリア・デベロップメント）（23）
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ス
手
法
で
は
な
く
、
バ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
自
社
が
ア

ジ
ア
、
特
に
中
国
に
い
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
巻
き

込
む
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

に
対
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
を
ト
ー
タ
ル
で
考

え
て
ゆ
こ
う
と
い
う
動
き
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
金
融
機
関
の
支

援
を
受
け
て
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ

ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
バ
イ
ヤ
ー
側

の
購
買
コ
ス
ト（
単
価
）を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
発
想
は
欧
州
企
業
に
は
当
た
り
前
だ
が
、

米
国
企
業
に
も
出
て
き
た
の
は
驚
き
で
あ
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
参
加
企
業
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
セ
ス
の
標
準
化
を
行
っ
て
い
るR

osettaN
et

な

ど
で
は
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
は
根
本
的
発
想
で
あ
る

が
、
共
通
の
ベ
ー
ス
が
出
て
き
た
こ
と
は
歓
迎
す

べ
き
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

③
「
小
切
手
あ
り
き
」
の
決
済
効
率
化

一
九
九
六
年
に
A
F
P
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参

加
し
た
時
に
は
、
小
切
手
は
い
ず
れ
A
C
H
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
る
と
の
印
象
を
持
っ
て
い
た
。
に
も
関
わ

ら
ず
、
小
切
手
発
行
枚
数
は
今
日
ま
で
増
加
の

一
途
を
辿
っ
て
き
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
は
、
小

切
手
に
代
わ
る
決
済
手
段
で
は
な
く
、（
小
切
手

で
支
払
を
受
け
る
の
は
当
然
と
し
て
）受
領
し
た

小
切
手
を
い
か
に
迅
速
に
現
金
化
す
る
か
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
り
、
小
切
手
イ
メ
ー
ジ
を
キ
ャ
プ
チ

ャ
ー
し
て
A
C
H
網
で
流
す
な
ど
の
手
法

（C
heck

21

、Check
T
runcation

等
）が
花
盛

り
と
い
う
印
象
で
あ
っ
た
。や
は
り
ア
メ
リ
カ
人
は
、

口
座
引
き
落
と
し
な
ど
、
他
人
に
自
分
の
口
座

を
触
ら
れ
る
の
が
余
程
嫌
な
よ
う
で
、
支
払
可
否

の
判
断
は
自
分
で
行
い
た
い
の
だ
ろ
う
。

④
電
子
決
済
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

小
切
手
よ
り
格
段
に
安
全
と
言
わ
れ
て
い
る

電
子
決
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
小
規
模
会
社
が

外
部
か
ら
P
C
に
ア
ク
セ
ス
さ
れ
、
多
額
の
損
害

を
出
し
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
フ
ァ
イ
ア

ー
ウ
ォ
ー
ル
を
構
築
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
容

易
に
侵
入
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
中
小
企
業

で
も
活
用
で
き
る
新
た
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
レ
ベ

ル
の
高
い
電
子
決
済
手
法
が
、
N
A
C
H
A
で
開

発
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
も
一
流

前
述
の
通
り
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
す
る

重
要
目
的
の
一
つ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
場
は
日
中
行
わ
れ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
A
F
P
は
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の

前
夜
祭
と
も
い
う
べ
き
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
終
盤
を
飾
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
な
ど
様
々
な
場
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

今
年
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の「
夜
の
部
」
は
、
ボ

ス
ト
ン
・
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
B
P
O
）の

「
貸
切
」コ
ン
サ
ー
ト
。
B
P
O
は
、
ボ
ス
ト
ン
交

響
楽
団
の
団
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
世
界
屈

指
の
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
が
、
そ
の

夜
の
ボ
ス
ト
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
A
F
P

メ
ン
バ
ー
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
中
で
も
大
受

け
だ
っ
た
の
は
、
B
P
O
版
「
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
・
メ

ド
レ
ー
」。''M

oney,
M
oney,

M
oney''

（
A
B

B
A
）、''C

an't
B
uy
M
e
L
ove''

（B
eatles

）、

''M
aterial

G
irl''

（M
adonna

）等
々
お
金
に
ま

つ
わ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
が
次
々
と
披
露

さ
れ
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
…
。

こ
の
よ
う
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
ま
で
用
意

し
て
く
れ
る
A
F
P
の
心
遣
い
に
は
感
激
し
き

り
で
、
我
々
日
本
か
ら
の
参
加
者
一
同
、
忘
れ
ら

れ
な
い
夜
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
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通常は中国やアジアのサプライヤーの

信用力は、米国のバイヤーに比べて低い。

この場合、サプライヤーの資金調達コス

トはバイヤーに比べて高くなる。バイヤー

の信用力でサプライヤーが安く資金調達

できることによりサプライヤーの原価を抑

えることができる。バイヤー側ではL／C

開設の費用や手間がセーブでき、かつ出

荷されるまでクレジット枠をキープできる

とのこと。

SWIFTとその標準フォーマットを一般

企業が利用して支払に関する業務と資金

効率を向上させた例として、GEとマイクロ

ソフトの二社より事例が紹介された。一

般企業がSWIFTに加盟して高セキュリテ

ィーの通信網としてこれを活用する例が

増加、加盟企業は252社に達していると

いう。

ドイツ銀行のグローバルACHの責任

者から欧州でのSEPAの進捗状況につ

いて説明があった。システム関係の開発

と並行して現在は各国での法制化を急

いでいるとのこと。各国が別々の国内決

済システムを使っていたのが欧州内のシ

ステムとして一本化され、国境を越える支

払いが国内支払並みのコストになるた

め、企業各社にとっては大変便利になる。

企業側での対応については、ダウケミカ

ルが取引先のDBにIBAN（International

Bank Account Number）とBIC（Bank

Identification Code）を加えるためのシス

テム変更などを行ったダウケミカルの事例

が同社の財務責任者より紹介された。

SEPAがPEACH（欧州電子決済網）の

フォーマットとして、SWIFTが標準として

採用を決めたISO 20022のXMLと同じ標

準を採用したことから、米国も含めた電

子決済のフォーマットがISO 20022の

XMLに収束してゆくのはほぼ間違いない

と思われる。

サプライチェーン全体の資金効率化の

話で、フレクトロニクス社がBNPパリバ銀

行の支援を受けて資金の効率化を図っ

た事例が紹介された。粗利率の低い家

電製品のEMS事業を行っている同社が

生き残っていくためには、売掛金、買掛

金、在庫の流動化を行うことによりサプ

ライチェーン全体での資金効率化を行う

しかない。同社はこれによってB／Sを軽

くして格付けの向上を図っている。

米国の電子決済網を運営している

NACHAの責任者が、小切手の電子化や

これに類する新しい動きを紹介してくれ

た。その中で、Secure Vault Payment

Pilotの話が興味深かったので、別途デモ

をしてもらった。消費者がネットで購入し

た際に、自分のクレジットカードや口座情

報を開示することなく、決済銀行の承認

で支払が完了する仕組みで、デビットカ

ードに似ている。クレジットカード決済等

に比べて、費用が安く安全なため、軌道

に乗れば普及しそう。

クリーブランド連銀のシニアバイスプレ

ジデントの女性から、最近の決済に関わ

る犯罪・不正の状況について説明があっ

た。小切手偽造などの犯罪は増加の一

途を辿っており、調査対象の企業の93％

が過去に小切手犯罪の標的にされたと

答えている。三洋の各子会社がターゲッ

トにされることも十分にあり得るものの、

発行した小切手番号リストを銀行に送信

して口座引落前にチェックしてもらう

Positive Payのサービスを利用していれ

ば、概ね大丈夫であり、当社のグループ

会社はこのサービスを利用しているので

まずは安心。ただ、このシステムがきっち

り機能しているかどうか、年に1～2回は、

ダミーの小切手を発行してチェックしてみ

ることも大切だそうだ。クレジットカード、

デビットカードもターゲットにされる可能性

が高い。電子決済の方が比較的、被害

に遭いにくい。ある程度長く会社で働い

ている従業員が犯罪に手を染めるケース

も増えている。新規の相手先への送金

要望があった際にブロックを掛ける、支払

を行う人と口座照合を行う人を分けるな

ど、犯罪に手を染めさせない工夫が必要

だと思う。

10/22
Reaping the Rewards of
Synchronizing & Managing
the Global Supply Chain

8:30~

Gaining Payments Efficiency
Through SWIFT Corporate
Access and XML

10:30~

SEPA is Almost Here: 
Are You Ready?

13:30~

Tools of the Working Capital Pros:
A Case Study of Flextronics
and the Other Industry Leaders

15:00~

10/23
NACHA Update: 
Electronic Payment Initiatives and
How Companies Can Benefit

8:30~

10/24
Payment Fraud Revealed:
How Well Are You Managing
Your Company's Risk?

9:00~

日本CFO協会事務局スタッフと共に、今回のカンファレンスに参加された
三洋電機株式会社海外マーケティング本部経営企画室経理部長萬成力氏よりレポートをいただきましたので以下に掲載いたします。

カンフ
ァレン

ス�

参加レ
ポート

�

月

火

水
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S
E
C
に
よ
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
強
化
に
つ
い
て

米
国
に
お
い
て
、
S
E
C
に
よ
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
強

化
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
透
明
性
の
改
善
と
い
う
意
味
で
は

喜
ば
し
い
こ
と
だ
が
、
企
業
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え

た
と
き
、
大
企
業
は
も
と
も
と
組
織
・
人
員
に
厚
み
が
あ

る
た
め
吸
収
可
能
だ
が
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
負
担
が

著
し
く
大
き
い
。
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
企
業
の
不
正
会
計
等

が
な
く
な
る
か
と
言
え
ば
、
そ
の
効
果
は
全
く
期
待
で
き

な
い
だ
ろ
う
。
規
制
を
強
化
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
企
業
の
行
動
原
則
が
正
し
く
な
る
よ
う
に
導

い
て
あ
げ
る
こ
と
の
ほ
う
が
大
切
で
あ
る
。

米
国
経
済
に
つ
い
て

ま
ず
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
だ
が
、
本
来
住
宅
を
買
え
な
い

人
に
も
買
え
る
よ
う
に
し
た
こ
と
自
体
は
必
ず
し
も
責
め

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
問
題
は
、
こ
れ
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て
、
欧
州
の
銀
行
に
売
り
つ
け
て
い
た
こ
と

だ
。
本
来
、
悪
い
も
の
で
な
い
の
な
ら
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
な
ど

せ
ず
と
も
売
れ
た
は
ず
の
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
敢
え
て
分
か

り
に
く
く
し
て
販
売
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
そ
の
過
程

で
金
儲
け
を
し
て
い
た
投
資
銀
行
、
証
券
会
社
な
ど
の
責

任
は
重
い
。

と
は
い
え
米
国
経
済
全
体
の
成
長
率
は
、
第
3
お
よ
び

第
4
四
半
期
に
一
〜
二
％
台
に
低
下
す
る
も
の
の
壊
滅

的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
吸
収
で
き
る
範
囲
内
で
あ
る

と
思
う
。
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
後
と
比
較
す
る
と
、
遥
か
に

経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
は
健
全
で
あ
る
。

中
国
、
イ
ン
ド
の
成
長
が
米
国
に
与
え
る
影
響
は
？

両
国
は
米
国
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
中

国
や
イ
ン
ド
で
安
く
製
品
が
作
れ
る
た
め
に
、
イ
ン
フ
レ
が

低
位
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
国
々
は
米
国
の

輸
出
業
者
か
ら
見
て
も
重
要
な
顧
客
で
、
彼
ら
の
経
済
が

急
速
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
で
、
恩
恵
を
こ
う
む
っ
て
い
る
。

中
国
製
の
お
も
ち
ゃ
に
鉛
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る

大
量
リ
コ
ー
ル
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
国
の
全
て
が
悪

い
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ォ
ー
ド
や
G
M
、
I
B
M
や
ア
ッ
プ
ル
な

ど
、
多
く
の
会
社
が
従
来
か
ら
中
国
で
生
産
を
行
っ
て
き

て
い
る
な
か
、
肝
心
な
の
は
各
社
の
品
質
管
理
に
対
す
る
姿

勢
で
あ
る
。
中
国
で
生
産
し
て
い
て
も
、
全
て
を
任
せ
き
り

に
せ
ず
に
自
ら
チ
ェッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

次
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
？

バ
イ
オ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
I
T
の
融
合
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
I
T
の
進
歩
が
バ
イ
オ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
に
活

か
さ
れ
る
こ
と
で
、
革
新
的
な
治
療
法
や
新
薬
の
開
発
が

な
さ
れ
、
平
均
寿
命
が
毎
年
一
〜
二
年
延
び
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
説
が
あ
る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
指
数
関
数
的
に

ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
、

運
が
よ
か
っ
た
と
思
う
の
は
ど
の
瞬
間
か
？

G
E
の
よ
う
な
大
企
業
の
C
E
O
に
な
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
ま
で
多
く
の
幸
運
が
積
み
重
な
っ
た
結
果
で
あ
る

と
思
う
。
そ
の
中
で
一
つ
だ
け
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
事
業
を
担
当
し
て
い
た
と
き
、
上
司
に
五
年
、
一
〇

年
先
の
業
界
見
通
し
を
説
明
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
が
上
司
に
大
変
評
価
さ
れ
、
六
ヵ
月
後
に
は
昇

給
が
あ
っ
た
。
今
か
ら
考
え
れ
ば
、
上
司
は
日
々
業
務
を
こ

な
す
こ
と
に
精
一
杯
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
業
界
が
今
後
ど
う

な
っ
て
い
く
か
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
余
裕
も
な
く
、ま
た
、

知
る
由
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

上
司
が
何
か
質
問
し
て
く
る
と
き
と
い
う
の
は
、
す

で
に
自
ら
想
定
し
て
い
る
回
答
を
確
認
し
た
い
だ
け
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
上
司
が
想
定
し
て
い

る
回
答
を
そ
の
ま
ま
答
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

そ
れ
を
超
え
る
知
見
を
示
す
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
付

加
価
値
を
提
供
し
た
こ
と
に
な
る
。

今
ま
で
経
験
し
た
試
練
は
？

入
社
三
年
目
に
工
場
で
爆
発
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
。
直
属
の
上
司
の
手
に
余
る
事
態
と
な
り
、
そ
の
上

の
ボ
ス
に
釈
明
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
と
て
も
緊
張
し
な

が
ら
事
態
を
一
通
り
説
明
し
た
が
、
そ
の
上
司
は
ひ
と
つ

も
責
め
る
こ
と
な
く
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
今
後
こ
の
よ
う

な
事
態
を
避
け
ら
れ
る
か
、ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
か
な
ど
、

極
め
て
建
設
的
・
合
理
的
に
接
し
て
助
け
て
く
れ
よ
う
と

し
た
。
こ
の
姿
勢
に
感
銘
し
た
私
は
、
以
来
問
題
が
起
こ
っ

た
と
き
に
、
当
事
者
を
さ
ら
に
叱
責
す
る
よ
う
な
こ
と
は

決
し
て
せ
ぬ
よ
う
肝
に
銘
じ
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

リ
ー
ダ
ー
と
は
、
情
熱
を
持
っ
て
事
を
成
し
遂
げ
る

力
が
あ
る
人
の
こ
と
。
私
が
考
え
る
リ
ー
ダ
ー
に
必
要

な
資
質
は
次
の
三
つ
、
す
な
わ
ち
①
独
自
性
（
自
分
ら

し
さ
を
持
つ
こ
と
。
他
人
が
思
う
よ
う
な
自
分
で
は
な

く
、
自
分
が
思
う
自
分
を
形
作
る
こ
と
）、
②
忍
耐
力

（
常
に
存
在
す
る
障
害
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
力
）、
お
よ

び
③
先
見
力
（
常
に
次
に
来
る
も
の
は
何
か
を
見
極
め

る
力
）
で
あ
る
。

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
足
り
う
る
人
材
を

ど
の
よ
う
に
見
つ
け
る
か
？

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
評
価
す
る
際
、
私
は
次
の
三
つ
の

視
点
を
大
事
に
し
て
い
る
。

①
情
熱
を
持
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
遂
行
で
き
る
か
。

②
実
際
に
結
果
を
出
し
て
い
る
か
。

③
有
能
な
人
材
を
惹
き
つ
け
て
、
そ
の
力
を
最
大
限
引
き

出
し
て
い
る
か
。

特
に
③
を
重
視
し
た
い
。
M
B
A
を
取
得
し
た
有
能
な

人
物
に
あ
り
が
ち
な
の
だ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
ク
ラ
ス

同
様
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
手
を
挙
げ
て
答
え
る

こ
と
で
よ
い
と
思
っ
て
し
ま
う
者
が
い
る
。
大
事
な
の
は
、
自

ら
考
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
一
人
で
遂

行
す
る
こ
と
で
は
な
く
人
材
や
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
資
源
を

活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

人
事
評
価

実
績
と
理
念
・
価
値
観
の
両
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
人

が
も
ち
ろ
ん
望
ま
し
く
、
そ
の
よ
う
な
人
は
次
世
代
の
リ

ー
ダ
ー
の
候
補
者
で
あ
る
。
難
し
い
の
は
、い
ず
れ
か
し
か
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
実
績
を
上
げ
る
力
が
あ

る
が
、
企
業
の
理
念
・
価
値
観
に
そ
ぐ
わ
な
い
人
は
、
残
念

だ
が
い
ず
れ
退
場
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
理
念

や
価
値
観
は
素
晴
ら
し
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、
実

績
が
つ
い
て
こ
な
い
人
は
ど
う
か
。
こ
れ
に
は
運
・
不
運
も
あ

る
と
は
思
う
が
、
毎
期
継
続
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
問
題

の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

C
E
O
の
あ
り
方
に
つ
い
て

今
日
の
多
く
の
C
E
O
は
、
真
の
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
い
。
多

く
は
、
株
価
や
短
期
的
な
業
績
を
上
げ
る
こ
と
に
し
か
関

心
が
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
競
争
が
激

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
株
主
が
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
与
え
て
く
る
こ
と
な
ど
考
え
る
と
、
や
む
を
得
な
い

面
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、C
E
O
の
本
当
の
仕

事
は
、
優
秀
な
人
材
を
集
め
、
育
て
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

私
が
C
E
O
に
な
っ
た
の
は
四
〇
歳
代
半
ば
で
、
ま
さ
に
こ

れ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
て
い
く
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
。
時

に
C
E
O
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
対
し

て
与
え
ら
れ
た
勲
章
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

C
E
O
に
な
っ
て
か
ら
が
本
当
の
意
味
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進

し
て
い
く
起
点
な
の
だ
。

今
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
氏

今
年
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、「
二
〇
世
紀
で
最
も
偉
大
な
経
営
者
」（
フ

ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
）ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
幕
を
開
け

た
。
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
語
り
口
は
き
わ
め
て
情
熱
的
か
つ
自

信
に
満
ち
て
お
り
、
そ
の
場
に
い
た
者
す
べ
て
を
魅
了
す
る
に
足
る
オ
ー
ラ

を
放
っ
て
い
た
。
全
体
を
通
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
何
か
を
伝
え
る

非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
が
、
話
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
は
、
米
国
三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
A
B
C
の
看
板
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
る
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
バ
ー
ガ
ス
氏
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
な
り
、
ウ
ェ
ル
チ
氏
が
彼
女

の
質
問
に
答
え
る
形
で
進
行
し
た
。
以
下
は
そ
の
サ
マ
リ
ー
で
あ
る
。

執
筆
協
力：

T
・ロ
ウ
・
プ
ラ
イ
ス・
グ
ロ
ー
バ
ル

遠
藤
裕
明
氏

投
資
顧
問
東
京
支
店
ヴ
ァ
イ
ス
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト


